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領域別評価のまとめ　【第２章】

第２章　ねらい及び内容並びに配慮事項 項目数 総数 平均

第２節　乳児期の園児の保育に関するねらい及び内容 15 65 4.3

１　健やかに伸び伸びと育つ 5 22 4.4

　一人ひとりの睡眠時間や活動の様子を見ながら、しっかり体を休められるように配慮した。

　身近な用具を使って上ったり下りたりするなど、体を動かして遊べるように環境を整えるなど配慮した。

２　身近な人と気持ちが通じ合う 5 20 4.0

　語りかけに応じたり、絵本や手遊び・歌遊びなどを通して発語を促したり、友だちや保育教諭とのつながりがもてるようにすることで、

語彙が増えて思いを伝えようとすることが増えている。

３　身近なものと関わり感性が育つ 5 23 4.6

　子どもたちが好きな音楽を流し保育者も一緒に体を動かすことで、楽しさを共有することができた。音が鳴る玩具や出したり入れた

りする指先を使う玩具を用意することで、集中して遊ぶ姿も増えてきた。

第３節　満１歳児以上満３歳未満の園児の保育に関するねらい及び内容 64 275 4.3

１　健康 14 60 4.3

1歳児 　家庭での生活リズムをもとに、園での生活リズムを一人ひとりに合わせながら生活できるように配慮した。

２歳児 　自分でやってみたいという気持ちを大事にしながら、見守ったり援助をしていくことで意欲的に身の回りのことにも取り組む

ことができた。

２　人間関係 12 54 4.5

1歳児 　自分だけでなく、周りの友だちの存在に気づきながら一緒に遊ぶ楽しさが感じられるような環境を整えていくことで、友だち

と一緒に遊んだりする姿が増えてきた。

２歳児 　保育者や異年齢児との関わりを持ち、真似をしたりごっこ遊びを楽しむことで同じことを楽しむ共感性が育ってきた。

３　環境 12 49 4.1

1歳児 　生き物に触れる機会が少なかったので、もっと身近な生き物に興味を持てるようにしたい。

２歳児 　身近な自然や生き物を見て共感しながら関わることで、興味が深まり自ら絵本を手に取って楽しむ姿も見られた。

4　言葉 14 61 4.4

1歳児 　繰り返しのある絵本や手遊び等を通して言葉が増えるように配慮した。また、友だちとの言葉のやり取りができるよう保育

者が言葉を補うなど対応した。

２歳児 　生活や遊びの中でお互いの気持ちに気づくような言葉かけなどを配慮することで、相手の思いを知ろうとする会話のやり

とりがみられるようになった。

５　表現 12 51 4.3

1歳児 　砂遊びや感触遊びをする機会が少なかったので、環境を整えながら行っていきたい。

２歳児 　子どもたちの興味に沿った手遊びや体操などを取り入れるようにしたことで活動に興味をもって取り組むことができた。

第４節　満３歳以上の園児の教育及び保育に関するねらい及び内容 159 657 4.1

１　健康 30 118 3.9

３歳児 　天気が良い日には積極的に戸外遊びを取り入れたり、一人ひとりの体調を尋ねながら自らの健康を把握したり、汚れた

ら着替えて心地よさを感じられるように配慮した。

４歳児 　見通しをもって身の回りのことを自分で行おうとすることができるような工夫が不足していた。生活の中で身支度や歯磨き、

手洗いうがいなど、視覚から次に行うことが分かるような工夫をしていく必要があったと思う。

５歳児 　自分の身の回りや遊んだ後の片づけなど、言葉がけで促すだけでなく環境設定や視覚から理解し判断できる力を育てる

ことが必要だと感じた。

２　人間関係 39 169 4.3

３歳児 　一人遊びを大切にしながら、友だちの遊びを知らせたり共通の好みの遊びを提供することで友だちを意識し、自分から遊

びを提案したり誘い合う姿が見られるようになった。

４歳児 　一人ひとりの特性を生かして様々な分野で様々な子が主となれる部分を作っていこうと考えていたが、うまくいかなかった。

保育者がまず一人ひとりの強みに気づき、それをたくさん発展させて周りにも広めていけるように環境を変えるなど、積極的

に動く必要があったと思う。

５歳児 　一人ひとりの特徴や特性に合わせて接することで、子どもたちがそれを見て真似ながら友だちとゆっくり焦らずに個のペース

を守りながら関わる姿がみられた。
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３　環境 36 133 3.7

３歳児 　体験を元に海に関心を示し、海の中の世界を調べたり、様々な魚や生き物の名前にもふれることができた。

４歳児 　自然が好きな子が多く虫を育てたり、自然物をままごとに取り入れたりする姿が多く見られた。虫かごを作ったり、虫を育

てていく中で命の大切さを知らせる声かけをしたが中途半端で終わってしまうことが多く、虫を育てる環境を様々な資料を

用いて調べたり、紙に書いて視覚からわかるようにするなど工夫が必要であった。

５歳児 　園外活動が少なかったので、活動を増やし身近な自然や人・地域の方とふれあったり、伝統文化に触れ興味や関心を

もてるようにしていく。

4　言葉 30 137 4.6

３歳児 　保育者が手本となって生活に必要な挨拶を行うことができた。子どもの話に耳を傾けきちんと話を聞くようにすると信頼関

係につながり、聞いてもらうことを待つようになり、会話のやりとりを楽しむことができた。

４歳児 　友だちとの関わりの中で主体的に子どもたちが話し合えるような援助がうまくいかずお互いのすれ違いからもやもやしたまま

終わるということがあったので、お互いが納得できるまで話し合える環境を用意することが大切だったと思う。

５歳児 　対話を大切にした一年だった。小さなことでも同じ目標に立ち一緒に考えて共有・共感したり、子どもの興味や感情を主

体的に聞くことで発言力や自己表現力が見についてきたと思う。

５　表現 24 100 4.2

３歳児 　空き箱や廃材・折紙やスズランテープなどの素材を使って、海の世界を表現することを楽しむことができた。

４歳児 　ままごとやアイドルごっこでドレスやエクステを作ったり、お医者さんごっこで薬やパソコンを作ったりと必要な物を自分たちで

作って楽しめるようにした。好きな物を自由に作れる材料や道具などの準備が不十分だったので、制作コーナーをもう少し

充実させる必要があった。

５歳児 　感じたことを絵や制作で表現したり、気持ちを手紙にしてやり取りができるよう時間を確保するなどした。宇宙づくりでは、

実際に科学館に行くことで発見や面白さを体験し、科学現象の不思議さに興味を持つことができたと思う。

第５節　教育及び保育の実践に関わる配慮事項 32 143 4.5

１　満３歳児未満の園児の保育の実施における配慮事項 14 61 4.4

（１）乳幼児期の園児の保育に関する配慮事項 6 26 4.3

　感染症や体調の変化、排泄時の異常等が見られた場合は、保護者に状況を伝えて家庭との連携を密にとるように心がけた。

また、子どもが安心できる保育者ができるだけ関わるように配慮した。

（２）満１歳児以上満３歳未満の園児の保育に関する配慮事項 8 35 4.4

１歳児 　自我が芽生え、自分の思いを体や言葉で表現しているので、その思いをしっかり伝えられるように配慮した。環境を見直

すことで、子どもたちが遊びたい遊びを自分で見つけて遊ぶ姿が多く見られるようになってきたので良かったと思う

２歳児 　子どもの様子を見守りながら職員間で話し合い、環境を整えたり子どもへの関わり方などを考慮していった。

18 82 4.6

３歳児 　一人ひとりの生活リズムやその日の体調などを配慮することで、笑顔で園生活が送れるように個別に対応することができ

た。

４歳児 　性別に関しての意識が芽生えてくるようになり、男の子と女の子の違いや仲良くすることはよいことであること、プライベート

ゾーンが分かるような声掛けなどを行っていった。

５歳児 　みんなが同じではないことを知るために、個の意見や思い、一人ひとりが主張できる場を設け一人ひとりを大切にしていく。

領域別評価のまとめ　【第３章】

第３章　健康及び安全 29 125 4.3

第２節　健康支援 9 40 4.4

１　健康状態や保育及び発達の状態の把握 3 13 4.3

　園と家庭で子どもの体調や様子など、職員間で共有し連携を取りながら適切に対応できるように努めた。

２　健康増進 2 9 4.5

　計画に基づいて身体機能を高める活動を行うなど、体力・健康の向上を図り、体調管理等、保護者と情報を交換しながら配慮

した。

３　疾病等への対応 4 18 4.5

　ケガや疾病等が発生したときは、その状態に応じて病院を受診したり、安静にさせるなどの対応を取り、保護者にも速やかに連絡

を入れ状況を伝えるよう配慮した。

第３節　食育の推進 6 25 4.2

１　食育の推進 6 25 4.2

　野菜の栽培を通して食に対して興味を持ち、食事を楽しみにする姿が見られた。また、直売所に買い物に行くことにより販売に対

しても興味を持ち、栽培したものを実際に販売してみたり、もちつきではもち米とうるち米の違いを比較するなど様々な体験を通し、

食を営む力の育成につながったと思う。

　地域との連携や通年を通しての実施ができなかったので、継続して取り組めるようにする。

２　幼保連携型認定こども園における教育及び保育の全般における配慮事項



第４節　環境及び衛生管理並びに安全管理 7 30 4.3

１　環境及び衛生管理 2 9 4.5

　職員間で協力しながら掃除を行い、玩具や手に触れるところの消毒などは毎日実施している。不適切な点が見られた際は、その

都度職員全体に周知し、改善するようにした。

２　事故防止及び安全対策 5 21 4.2

　登園時など子どもの所在把握ができていないことがあったが、すぐに改善策を講じ、職員間で安全対策について意識を高め対応

することができた。

第５節　災害への備え 7 30 4.3

１　施設・設備等の安全確保 2 8 4.0

　避難経路は確保しているが、あらゆる災害を想定すると遊具や棚の配置など不安な部分もあるので、職員間で共有し改善して

いく。

２　災害発生時の対応体制及び避難への備え 3 14 4.7

　全職員で避難訓練について話し合い、危険個所やあらゆる状況を想定して検討実施している。

３　地域の関係機関等との連携 2 8 4

　避難訓練においては保護者に引き渡し訓練の参加を呼び掛け、協力してもらうなど災害時を想定しながら実施することができた。

領域別評価のまとめ　【第４章】

第４章　子育ての支援 18 65 3.6

第２節　子育ての支援全般に関わる事項　 4 17 4.3

　面談等を通して家庭の実態把握をしたり保護者の気持ちを受け止め、日々のコミュニケーションを図ることにより信頼関係を築け

るように配慮すると共に、子どもの成長を共有することで子育ての喜びを感じられるように努めた。

　配慮が必要な子どもに対しては、関係機関と連携を図ることで保護者が安心して子育てができるように努めている。

第３節　幼保連携型認定こども園の園児の保護者に対する子育ての支援 9 32 3.6

　園の理念や方針等、保護者会や勉強会を開催し説明することにより理解を深められるようにしたり、日々の活動等をドキュメン

テーション化して行事等の折に掲示することにより教育保育の理解が深まるように努めた。

　配慮が必要な園児に対しては、関係機関との連携を図り状況を把握し支援機関の案内をしたり、不適切保育や虐待等が疑わ

れる場合には、定期的に市へ通告すると共に適切な対応をおこなった。

第４節　地域における子育て家庭への保護者等に対する支援 5 16 3.2

　一時保育や乳児・未就園児に対しての子育て支援事業に関しては、利用者がほとんどいなかった。

　関係機関とも連携し、どのような支援が求められているのか地域の実態を把握していきたい。

領域別評価のまとめ　【第５章】

第５章　職員の資質向上 9 38 4.2

１　職員の資質向上に関する基本的事項　 2 8 4.0

　職員一人ひとりが研修等を通じて専門性の向上に取り組み、倫理観や職務理解に基づく保育実践は概ね適切に行われている。

また、保育の質の向上に向けた組織的な取り組みについても自己評価を踏まえ、改善や役割分担の見直しが継続して実施され

ているが、研修内容の共有や改善の定着に向けた仕組みづくりなど、さらなる向上の余地があると思う。

２　施設長の責務 2 10 5.0

　施設長は法令遵守を基本として運営や専門性の向上におおむね適切に取り組み、保育の質の向上に必要な環境整備も一定

程度進めている。また、職員の研修機会についても全体計画や研修ニーズを踏まえた機会の確保・勤務体制の工夫により、職員

が研修に参加しやすいように体制を整えているが研修内容の共有方法や実践への反映など、さらなる改善の余地がある。

３　職員の研修等 2 8 4

　内部研修・外部研修の実施は一定程度行っている。職員の学びをを支える取り組みは見られるものの研修内容の共有方法や

実践への反映、研修機会の計画性などにおいて、まだ十分とは思えない部分がある。

　また、職員が主体的に学び合う環境づくりや外部研修の活用体制についても改善の余地があり、今後は研修の体系化や参加

促進に向けた取り組みづくりを行っていきたい。

４　研修の実施体制等 3 12 4.0

　体系的な研修計画の作成については一定の取り組みを行っているものの職位やキャリアに応じた計画の明確化には改善の余地

がある。一方、外部研修の成果共有や実践への反映は十分であり、組織全体の専門性の向上には寄与できていると思う。また、

研修受講の偏りを防ぐための配慮や研修成果を職務に適切に反映する体制は概ね整っているが、さらなる仕組化の余地がある

と思う。
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